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[主張]　朝鮮の佛教[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　その昔 (むかし)、半 (はん)島 (とう)は佛 (ぶつ)法 (ぽう)の榮 (さか)えた國 (こく)土 (ど)であつた。元 (げん)曉 (げう)、義 (ぎ)湘 (しやう)、普 (ふ)覺 (かく)、普 (ふ)照 (せう)、西 (せい)山 (さん)、泗 (し)溟 (めい)等 (とう)の聖 (せい)僧 (そう)傑 (けつ)僧 (そう)を出 (いだ)し、半 (はん)島 (とう)衆 (しゆ)生 (ぜう)の魂 (たましひ)に正 (せい)覺 (かく)の田 (た)を植 (う)ゑ附 (つ)けて、三國 (こく)、高麗 (こうらい)朝 (てう)凡 (およ)そ一千年を通 (つう)じての燦 (さん)爛 (らん)たる佛 (ぶつ)教 (けう)文 (ぶん)化 (くわ)を造 (つく)り出 (だ)したのである。
　欽 (きん)明天皇 (めいてんのう)の御代 (みよ)に、始 (はじ)めて日 (につ)本 (ぽん)に佛 (ぶつ)教 (けう)を紹 (せう)介 (かい)したのは百濟 (くだら)であつて、聖 (せう)徳 (とく)太 (たい)子 (し)に法 (ほつ)華 (け)經 (けう)を講 (こう)じたてまつつたのは高 (こう)句 (く)麗 (り)の僧 (そう)慧 ([え)慈 (じ])[footnoteRef:2]である。 [2:  新聞では「けいじ」とルビが振られている。] 

　然 (しか)るに今 (こん)日 (にち)の半 (はん)島 (とう)の佛 (ぶつ)教 (けう)は如 (い)何 (か)なる状 (ぜう)態 (たい)にあるのか。世 (せい)祖 (そ)の護 (ご)法 (ほう)を最 (さい)後 (ご)として、李 (り)朝 (てう)の闢 (びやく)佛 (ぶつ)が半 (はん)島 (とう)佛 (ぶつ)教 (けう)衰 (すい)微 (び)の外 (ぐあい)因 (いん)をなした事 (こと)は をしむべき限 (かぎ)りであるが、併 (へい)合 (がふ)以 (い)來 (らい)佛 (ぶつ)教 (けう)徒 (と)は昔 (せき)日 (じつ)の自 (じ)由 (ゆう)と保 (ほ)護 (ご)とを與 (あた)へられたるにも拘 (かかは)らず、却 (かへ)つて堕 (だ)落 (らく)の一路 (ろ)を辿 (たど)りつゝあるごとく見 (み)ゆるは何故 (なにゆえ)であるか。僧 (そう)侶 (りょ)が肉 (にく)食 (しよく)妻 (さい)帯 (たい)を恣 (ほしいまゝ)にするのはまだしもとして 洋服 (ようふく)を纏 (まと)ひ、靴 (くつ)を履 (は)き、頭 (とう)髪 (はつ)を分 (わ)け、全然 (ぜんぜん)僧侶 (そうりよ)としての威儀 (いぎ)を顧 (かへり)みず、俗 (ぞく)人 (じん)さへも顰 (ひん)蹙 (しゆく)すべき勢 (せい)利 (り)争 (あらそ)ひは、法 (ほう)城 (ぜう)内 (ない)に於 (お)いて絶 (た)えざるばかりでなく、表 (おもて)沙 (ざ)汰 (た)となることさへ 殆 (ほとん)ど毎年 (まいとし)といふ有様 (ありさま)である。無 (む)知 (ち)なる念 (ねん)仏 (ぶつ)僧 (そう)や尼 (に)僧 (そう)達 (たち)には、今 (いま)尚 (なお)佛 (ぶつ)子 (し)の傳 (でん)説 (せつ)を認 (みと)むべきものがあるが、いはゆる知 (ち)識 (しき)僧 (そう)、上 (じやう)層 (そう)部 (ぶ)の僧 (そう)侶 (りよ)に至 (いた)りては、殆 (ほとん)ど頭 (ず)陀 (だ)行 (ぎやう)の痕 (こん)跡 (せき)をさへ止 (とゞ)めてゐない。何 (なん)と云 (い)ふ恥 (は)づべき所 (しよ)行 (ぎやう)であらう。
　京 (けい)城 (ぜう)を始 (はじ)め、大 (だい)都 (と)市 (し)近 (きん)所 (じよ)の寺 (じ)院 (いん)が酒 (しゆ)食 (しょく)淫 (いん)亂 (らん)の魔 (ま)境 (きやう)に沈 (ちん)淪 (りん)してゐたのが、當 (とう)局 (きよく)の大 (だい)彈 (だん)壓 (あつ)で清 (せい)算 (さん)されたのはありがたき仕 (し)合 (あは)せであるが、僧 (そう)侶たちの心 (しん)行 (ぎやう)の浄 (ぜう)化 (くわ)は、僧 (そう)侶 (りよ)自 (じ)身 (しん)の自 (じ)覺 (かく)に因 (よ)らなければならない。唯 (ただ)一 (ひと)つ當 (とう)局 (きよく)に對 (たい)して望 (のぞ)ましいことは、僧 (そう)侶 (りよ)の威 (い)儀 (ぎ)に對 (たい)する取 (とり)締 (しまり)の嚴 (げん)行 (こう)であると思 (おも)ふ。
　僧侶 (そうりよ)の威儀 (いぎ)とは何 (なに)か。第 (だい)一に 剃 (てい)髪 (はつ)である。頭髪 (とうはつ)を延 (の)ばしたり、バリカン刈 (か)りに することを禁 (きん)じて、剃刀 (かみそり)にて 剃 (そ)らしむべきである。第 (だい)二は法 (ほう)衣 (い)着 (ちやく)用 (よう)の勵 (れい)行 (こう)である。洋 (よう)服 (ふく)や絹 (きぬ)の 俗 (ぞく)衣 (い)を禁 (きん)じ、朝 (てう)鮮 (せん)で いはゆる着 (き)袈 (け)裟 (さ)長 (なが)衫 (えり)の威 (い)儀 (ぎ)を正 (ただ)し、珠 (じゆ)數 (ず)を携 (けい)帯 (たい)さすべきである。そもそもかゝる 僧 (そう)侶 (りよ)の外 (がい)觀 (くわん)は、單 (たん)に 僧 (そう)俗 (ぞく)區 (く)別 (べつ)のために必 (ひつ)要 (よう)であるばかりでなく、實 (じつ)に一種 (しゆ)の身 (み)を以 (も)つての 説 (せつ)法 (ぽう)である。衆 (しゆ)生 (ぜう)をして 僧 (そう)形 (けい)を觀 (み)ることによつて、念佛 (ねんぶつ)の心 (こころ)をおこさしめることである。それはまた 同 (どう)時 (じ)に僧 (そう)侶 (りよ)自 (じ)身 (しん)の 持 (じ)戒 (かい)攝 (せつ)心 (しん)の力 (ちから)強 (づよ)き助 (たす)けともなるものである。かゝる僧 (そう)形 (けい)の取 (とり)締 (しまり)は 寺 (じ)刹 (さつ)そのものの取締と 何 (なん)等 (ら)變 (かわ)ることがない。俗人 (ぞくじん)の装 (よそお)ひをした僧侶 (そうりよ)は直 (ただ)ちに僧籍 (そうせき)より 削 (けず)るべきである。
　今 (いま)や佛 (ぶつ)教 (けう)は 國 (こく)家 (か)のため、世 (せ)道 (どう)人 (じん)心 (しん)のため、大 (だい)なる働 (はたら)きをする 時 (じ)勢 (せい)となつた。ことに半 (はん)島 (とう)に於 (お)いて 然 (しか)りである。戒 (かい)も持 (じ)せず、念佛 (ねんぶつ)も唱 (とな)へず、座 (ざ)禪 (ぜん)もせず、僧 (そう)侶 (りよ)の威 (い)儀 (ぎ)も整 (ととの)へず、かゝる 僧 (そう)侶 (りよ)は佛 (ぶつ)門 (もん)の賊 (ぞく)である。かゝる徒 (と)輩 (はい)は 一日 (にち)も早 (はや)く僧 (そう)籍 (せき)より除 (のぞ)くべきであり、徒 (いたづ)らに 佛 (ふつ)祖 (そ)の御 (おん)名 (な)を賣 (う)つて、寺 (じ)院 (いん)や社 (しや)會 (くわい)の財 (ざい)をのみ 消 (せう)耗 (もう)する懶 (らん)惰 (だ)なる寄 (き)生 (せい)蟲 (ちう)たらしむべきでない。
　朝 (てう)鮮 (せん)僧 (そう)侶 (りよ)の猛 (もう)省 (せい)を促 (うなが)すと同 (どう)時 (じ)に、當 (とう)局 (きよく)が今 (いま)一度 (ど)外 (ぐわい)護 (ご)の寶 (ほう)刀 (とう)を抜 (ぬ)かむことを 望 (のぞ)んで已 (や)まない。
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